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ケインズは『一般理論』のなかで「セイの法則」（供給はそれみずから

の需要を創り出す）を承認していた経済学者をすべて「古典派」という呼

び名で呼び、自分の先生や先輩にあたるマーシャルやピグーまで「古典派」

に入れてしまった。これは『一般理論』の革新性を際立たせようとするケ

インズの戦略には好都合だったかもしれないが、誤解を生みだすもとにも

なった。マーシャルやピグーは、長期的にはセイの法則が成り立つことを

否定しなかったが、短期的には経済体制内にいろいろな不調和が生じるこ

とを十分に認識していたからだ。さらに困ったことに、マーシャルやピグー

が「古典派」ならば、彼らも自由放任主義者に違いないという誤解も生ま

れた。

ケインズは、マーシャルやピグーが自由放任主義者であるとは思ってい

なかった。それどころか、「自由放任の終焉」を読めば、自分の先生であ 

り、当時もっとも権威のあったマーシャルが自由放任主義を否定していた

ことにちゃんと触れている。むしろ一般の人たちが経済学者は自由放任主

義を説いていると信じ込んでいたのだと。

ケインズが経済学史上はじめて自由放任主義を否定したわけではな 

い。これは経済思想史家の間では常識だと言ってもよい。だが、不注意な

解説書のなかには、いまだにアダム・スミスが唱道した自由放任主義をケ

インズが 20 世紀に入ってようやく否定したというような不正確な記述が

散見される（ついでに言えば、スミスが自由放任主義者というのも誤解に

過ぎないが、それが普及したのは彼が「見えざる手」という言葉を使って

いたからだろう）。ケインズは文献の取り扱いにおいて多少慎重さを欠い

ていたようなふしがあり、古典引用の場合はとくに注意した方がよいと思

う。

ケインズ『自由放任の終焉』を原文で読む

Some of the most important work of Alfred Marshall ̶ to take 
one instance ̶ was directed to the elucidation of the leading cases 
in which private interest and social interest are not harmonious. 
Nevertheless, the guarded and undogmatic attitude of the best 
economists has not prevailed against the general opinion that an 
individualistic laissez-faire is both what they ought to teach and 
what in fact they do teach.

「例を挙げれば、アルフレッド・マーシャルは、最大の著作の一つ
の中で、私的利害と社会の利害とが必ずしも調和しない
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主な事例の
解明を意図した。それにもかかわらず、個人主義的自由放任こそが
経済学者の教えるべきことであり、現に教えていることであるという
一般的見解が支配的であったために、最良の経済学者の、慎重で
教条的でない態度は、世の中に広まるには至らなかった。」

（宮崎義一・伊東光晴責任編集『ケインズ ハロッド』 
世界の名著 57、中央公論社、1971年、144ページ）

上の文章は、workを「著作」ととるか「業績」または「仕事」ととるかで、ちょっと
意味が違う。「最も重要な著作」ならば、マーシャルの『経済学原理』を指すが、「業
績」や「仕事」でも間違いではないと思う。「アルフレッド・マーシャルの最も重要な仕
事の一部は̶̶一例をあげると̶̶」と前から読んでいく。「主要なケースの解明に向
けられた」と続くが、どんなケースだろうか？　in which以下に説明がある。「私的利害
と社会的利害が調和しない」とある。
「それにもかかわらず、最良の経済学者たちの慎重でドグマティックでない態度は、一
般の見解を退けて支配的にはならなかった」とあるが、「一般の見解」とは何だろう 
か。続きを読めば、「個人主義的自由放任こそが彼らが教えるべきことであり、また現に
教えていることであるという一般の見解」だということがわかる。the best economistsと
複数形なので、マーシャルだけを指しているのではない。その前にはマーシャル以外に
も自由放任主義を批判した経済学者の例が出てくるからだ。

＊ ケインズの『自由放任の終焉』（!e End of Laissez-Faire, 1926）は、『ケイン
ズ全集』の第 9巻『説得論集』（Essays in Persuasion, 1931）のなかに収録さ
れている（上の引用は 282ページ）。


